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IATF -国際自動車産業特別委員会 

IATF 16949:2016 – 公式解釈集 

IATF 16949 第 1 版 は 2016 年 10 月に発行され 2017 年 1 月に施行された。以下の「公式解釈」は IATF によって決定され，承認された

ものである。特に示されていない限り，「公式解釈」は発行をもって適用とされる。 
 

改訂箇所は青字で表示されている。 
 

「公式解釈」はルール又は要求事項の解釈を変更するものであり，それ自体が不適合の根拠となる。 
 
 

SI 1-9 は 2017 年 10 月発行，2017 年 10 月から有効。 

SI 10-11 は 2018 年 4 月発行，2018 年 6 月から有効。 

SI 8 は 2018 年 6 月改訂・再発行，2018 年 7 月から有効。 

SI 10 は 2018 年 6 月改訂・再発行，2018 年 7 月から有効。 

SI 12-13 は 2018 年 6 月発行，2018 年 7 月から有効。 

SI 14-15 は 2018 年 11 月発行，2019 年 1 月から有効。 
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SI 16-18 は 2019 年 10 月発行，2020 年 1 月から有効。 

SI 4 は 2020 年 8 月改訂・再発行，2020 年 9 月から有効。 
SI 19 は 2020 年 8 月発行，2020 年 10 月から有効。 
SI 20 は 2020 年 12 月発行，2021 年 1 月から有効。 
SI 10 は 2021 年 4 月改訂及び再発行，2021 年 6 月から有効。 
SI 3 は 2021 年 7 月改訂及び再発行，2021 年 11 月から有効。 
SI 21-22 は 2021 年 7 月発行，2021 年 11 月から有効。 
SI 10 は 2021 年 7 月改訂及び再発行，2021 年 8 月から有効。 
SI 23-25 は 2022 年 5 月発行，2022 年 6 月から有効。 
SI 26 は 2024 年 11 月発行，2024 年 11 月から有効。 
SI 23 は 2025 年 11 月改訂及び再発行，2025 年 11 月から有効。 
SI 27-30 は 2025 年 11 月発行，2025 年 11 月から有効。 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 

 

 
1 

 

 

 

 

3.1 
自動車産業の

用語及び定義 

 

 

顧客要求事項 

顧客によって規定されたすべての要求事項（例：技術的，商業的，製品及び製造プロセス関

連要求事項，一般契約条件，顧客固有要求事項，他）。 

受審組織が自動車メーカー，自動車メーカーの子会社，又は自動車メーカーとの合弁会社の

場合，関係する顧客は，その自動車メーカー，子会社，又は合弁会社によって規定される。 

 

変更の理由： 

顧客要求事項は，製品実現プロセスの性質からサプライチェーンにおいて適用するために自
動車メーカーによって開発される。それゆえ，自動車メーカーが認証されようとする場合， 
顧客の承認及び／又はインプットをどのように運営管理するかについては，自動車メーカー
が明確に規定する。 

 

 

 
2 

 

 

 

 

 
4.4.1.2 
製品安全 

 

組織は，製品安全関連の製品及び製造プロセスの運営管理のための文書化されたプロセスを

持たなければならない。それには，適用される場合，次のものを含めなければならない。但

しこれに限定されない。 

a) – m) （略） 

 

注記： 安全関連の要求事項又は文書の特別承認は，顧客又は組織の内部プロセスによっ

て要求されることがある。特別承認とは，このような安全関連の内容を含む文書の承認

に対する責任を有する部門（通常は顧客）による追加承認のことである。 

 

変更の理由： 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

2 
（続き） 

4.4.1.2 
製品安全 

安全関連の要求事項又は文書に対する特別承認レビューに関する解釈の明確にする。 

 

3 
（続き） 

改訂 

6.1.2.3 
緊急事態対応計画 

 

組織は次に示すことを行わなければならない。 

a) – b) (略） 

c) 次の該当する出来事の際に，供給を継続するための緊急事態対応計画を用意するこ

と，ただしこれらだけに限定されるものではない3： 
主要設備障害（条項 8.5.6.1.1 も参照），外部から提供される，製品，プロセス，又は

サービスの中断，自然災害の発生，火災，パンデミック3，ユーティリティ障害，情報

技術システムに対するサイバー攻撃1，労働力不足，インフラ障害。 

d) 緊急事態対応計画の補足として，顧客操業に影響を及ぼすような状況の範囲及び期

間について，顧客及びその他利害関係者へ通知するプロセスを含むこと。 

e) 緊急事態対応計画の有効性のテストを定期的に行うこと（例：該当する場合，シミ

ュレーション）。サイバーセキュリティに関して：3 テストには，サイバー攻撃の

シミュレーション，特定の脅威に対する定期的監視，依存関係の特定，及び脆弱性

の優先順位付けが含まれ得る。このテストは，関連する顧客操業中断リスクに見合

ったものとする。 

注記： サイバーセキュリティテストは，適宜，組織によって内部的に運用される場

合も，外注される場合もある。2 

f) トップマネジメントを含む多機能チームを用いて緊急事態対応計画のレビューを行

い（少なくとも年１回），必要に応じて更新すること。 

g) 緊急事態対応計画を文書化すること，及び，改訂があればそれを説明した文書化さ

れた情報を保持すること，これには変更を正式承認した責任者（複数可）を含む。 

h) 緊急事態対応計画には，該当する従業員向け訓練及び認識の要領の開発及び実施を

含めること。3 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

3 
（続き） 

改訂 

6.1.2.3 
緊急事態対応計画 

 

生産が停止し，通常のシャットダウンプロセスが行われなかったという緊急事態が起こった後

の生産の再開後も，製造された製品が顧客仕様を満たすことを継続していることを正当化する

ための規定を，緊急事態対応計画に含めなければならない。 

 
 
変更の理由： 

1 組織は，ランサムウェアを含む，その製造及び物流の業務をできなくするようなサイバー攻
撃の可能性に対処する必要がある。組織はサイバー攻撃を受けた場合への備えを確実にする
必要がある。 

2 SI 17 から移動し，IATF 16949 のこの条項の SI を 1つにまとめた。サイバーセキュリティ
は，自動車産業を含め，すべての製造施設における製造持続可能性に対する，拡大を続ける
リスクである。緊急事態に対するテストもまた，組織及び審査機関によって，明確化を必要
とする領域として特定されている。この更新により，サイバー攻撃に対する緊急事態対応計
画の妥当性確認の一部として，テストするべき事項の詳細が提供されている。 
3軽微な明確化，これには，緊急事態対応計画が要求される状況として，パンデミックの追加
を含む。また，従業員に知識を持たせることは，有効な緊急事態対応計画の重要ステップで
あることを認めること。 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 

 

 

 

 

 
4 

改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
7.2.3 

内部監査員の力量 

 

組織は，組織によって及び／又は1顧客固有要求事項によって規定された要求事項1を考慮に

入れて，内部監査員に力量のあることを検証するための文書化されたプロセスを持たなけれ

ばならない。監査員の力量に関する追加のガイダンスについては ISO 19011 を参照された

い。組織は有資格内部監査員のリストを維持しなければならない。 

品質マネジメントシステム監査員，製造プロセス監査員，及び 製品監査員1は，少なくとも

次に示す力量を実証できなければならない。 

 

a) 監査実施のための自動車産業プロセスアプローチの理解，これにはリスクベースの考

え方を含む。 
b) 適用される顧客固有要求事項の理解 
c) 監査適用範囲に関して適用されるISO 9001 及び IATF 16949 要求事項の理解 
d) 監査適用範囲に関して適用されるコアツール要求事項の理解 
e) 計画し，実施し，報告し，監査所見を解決する要領の理解. 

 
さらに 少なくとも，1 製造プロセス監査員は，監査対象の製造プロセスに関して技術的に理

解していることを実証しなければならない。これには，プロセスリスク分析 （PFMEA， 

等々）及びコントロールプランを含む。 
 

少なくとも，1 製品監査員は，製品要求事項，並びに製品の適合を検証するための関連測定

及び試験装置の利用，の理解に関する力量を実証しなければならない。 
力量を達成するために訓練が行われる場合 組織の要員が訓練を提供する場合1，訓練実施者

の上記要求事項に関する力量を実証するために文書化された情報を保持しなければならな

い。 

 
f) … g) 2 

 

http://www.iatfglobaloversight.org/


IATF - International Automotive Task Force 
IATF 16949:2016 --- Sanctioned Interpretations (SIs) 

www.iatfglobaloversight.org Page 7 of 29 

 

 

 

番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

4 
（続き） 

改訂 

 
7.2.3 

内部監査員の力量 

変更の理由： 

1 品質マネジメントシステム監査員，製造プロセス監査員，製品監査員に対する力量要求事
項を区別する。内部で提供される訓練に関して，訓練実施者の力量に対する期待事項を明確
にした。 

2 要求事項 f) 及び g) は除外されていないことを示すために改訂。 

 

 

 
5 

 

 

 

 

 
7.5.1.1 

品質マネジメント

システム文書化 

 

品質マニュアルには，少なくとも次に示すものを含めなければならない。 

 

a) 品質マネジメントシステムの適用範囲，除外があればその詳細及び正当化する理由。 

b) 品質マネジメントシステムのために確立された，文書化されたプロセス，またはその

言及。 

c) 組織のプロセス，順序及び相互作用 （インプット及びアウトプット），アウトソー

スプロセスがあればその管理の方式及び程度を含める。 

d) 顧客固有要求事項が，組織の品質マネジメントシステム内で対処されている所を示す

文書 （すなわち，マトリクス 例：表，リスト，又はマトリクス）。 

 

変更の理由 

マトリクスは義務的要求事項ではないことを明確にして欲しいという審査機関及び組織が複
数あった。マトリクスは許容される複数の方法の中の一つである。用いられる書式は組織次
第である。 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 

 
 

6 

 

 

 

 
8.3.3.3 
特殊特性 

 
組織は，特殊特性を特定するためのプロセスを確立し，文書化し，実施するために多機能ア

プローチを用いなければならない。これには顧客によって，及び組織が行ったリスク分析に

よって，決定されたものを含む。また，次に示すものを含めなければならない。 
a) すべての 特殊特性の，製品及び／又は製造のための文書 図面（要求のある場合）， 

関係するリスク分析（プロセス FMEA 等々），コントロールプラン及び標準化された

業務指示書／作業員指示書への文書化。特殊特性は固有のマーキングで識別され，こ

れらの文書の各々に繋がっていく。 これらの特殊特性のつくり込みの要領，又は必要

な管理方法，を示す製造のための文書の中に文書化される。 

変更の理由： 

製品及び／又は製造図面への特殊特性の文書化を明確にする。 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 
8.4.2.1 

管理の方式及び程度 

－補足事項 

 
組織は，アウトソースしたプロセスを特定するため，並びに，外部から供給される製品，プ

ロセス，及びサービスの内部（組織の）要求事項及び外部顧客要求事項への適合を検証する

ため，に用いられる管理の方式及び程度を選定するための文書化されたプロセスを持たなけ

ればならない。 

そのプロセスには，供給者のパフォーマンス及び製品，材料，又はサービスのリスク評価に

基づいて，管理及び開発活動の方式及び程度の増大又は減少を行うための，基準及び処置を

含めなければならない。 

特性又はコンポーネントが組織の品質マネジメントシステムを，妥当性確認又は管理なしで

“パススルー”する場合，組織は製造の時点で適切な管理が行われることを確実にしなけれ

ばならない。 

 
変更の理由： 

パススルー特性に対する組織の責任を明確にする。 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 

 

 

 

 

8 
改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
8.4.2.3 
供給者 

品質マネジメント

システム開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

組織は，顧客による他の承認されたもの（例： 下記の a 項）がない場合， その自動車製品

及びサービス供給者に対して，適格組織として2この自動車 QMS 規格への認証取得を到達目

標として1，ISO 9001 認証品質マネジメントシステム(QMS)を開発し，実施し，改善するこ

とを要求しなければならない。 

リスクベースモデルを用いて，組織は受容れ可能な最低限の QMS 開発レベル及び各供給者

に対する QMS 開発レベルのターゲットを規定しなければならない。 

顧客によって正式承認されていない場合1，ISO 9001 認証された QMS は，当初の，受容れ

可能な最低限の開発レベルである。顧客に対する現行のパフォーマンス及び潜在的なリスク

を基にして，次に示す段階的な QMS 開発に沿って，供給者の目標レベルを上げていくこと

とする。この要求事項を達成するために次の順番を適用するべきである。 
 

a) 第二者監査による ISO 9001 への適合性 
b) 第三者審査による ISO 9001 認証。顧客による他の規定がない場合，組織に対する供

給者は，審査機関が発行した IAF MLA（国際認定機関フォーラム相互承認協定）メン

バーの認定機関のマーク付きの第三者認証登録証を維持することによって ISO 9001 
への適合を実証しなければならない。この場合，認定機関の主要適用範囲に ISO／

IEC 17021 へのマネジメントシステム認証を含んでいること。 
c) ISO 9001 認証，プラス第二者監査による他の顧客規定 QMS 要求事項（サブティア供

給者のためのミニマム自動車品質マネジメントシステム 要求事項（MAQMSR）又は

同等のもの，等々）への適合確認。 
d) ISO 9001 認証，プラス第二者監査による IATF 16949 への適合確認 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 
 
8 

（続き） 

改訂 

 
 
 
 

8.4.2.3 
供給者 

品質マネジメント

システム開発 

e) 第三者審査による IATF 16949 認証（IATF 承認審査機関による，供給者の IATF 
16949 に対する正当な第三者認証） 

注記： QMS 開発の最低限のレベルは，顧客によって正式承認されれば，第二者監査による 
ISO 9001 への適合となろう。 

 
変更の理由： 

1供給者品質マネジメントシステム開発の段階的な進展への期待事項を明確にした。このアプ
ローチは，この規格の条項 8.4 で強調されている「 リスクベースの考え方 」の概念を支持す
るものである。 
2IATF16949 認証取得資格の無い組織（例として次を含むが，これらに限定されない：金属
スクラップ供給者，運送及び補給支援などを提供するトラック輸送会社）に対処するため，
第一段落に明確化の記述を追加した。 

 

 

 
9 

 

 

 
8.7.1.1 

特別採用の 

顧客正式承認 

組織は，製品又は製造プロセスが承認された現行のものと異なる場合に処理プロセスを進め

るには常にそれに先立って，顧客から特別採用又は逸脱許可を得なければならない。 
 
組織は，不適合品の「そのままで使用」又は再処理 修理（参照 条項 8.7.1.5）のために処理

プロセスを進めるには，それに先立って顧客正式承認を得なければならない。製造プロセス

においてサブコンポーネントが再利用される場合，その再利用については特別採用又は逸脱

許可の中で，明確に顧客に伝えなければならない。 
 

変更の理由： 

再処理に関連する顧客承認に関する要求事項を明確にし，矛盾を取り除く。 
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番号 IATF 16949 条項 公式解釈 

 

 

 

 
10 
改訂 

 

 

 

 

 

 

7.1.5.3.2. 
外部試験所 

組織が，検査，試験，又は校正サービスのために用いる外部／商用／独立試験所施設は，

必要とされる検査，試験，又は校正を遂行する能力を含む，明確に規定された試験所適用

範囲を持たなければならない。そして，次のいずれかであること。 
 

— その試験所が ILAC MRA（国際試験所認定フォーラム相互認証協定 – www.ilac.org）1

の認定機関（加盟機関）によって ISO／IEC 17025 又は国内同等規格2 又は国内同等規格

（例：中国のCNAS-CL01）で認定されており，当該の検査，試験又は校正サービスが認

定（証明書）適用範囲に含まれていなければならない。かつ，校正証明書又は試験報告

書に国内認定機関のロゴマークが表示されていなければならない。 
— 非5認定試験所を利用することが出来ない使用する5場合（例：例えば，しかしこれら

に限定されるものではない：5 専門的な若しくは統合された装置，又は5国際的にトレー

サブルな参照標準を持たないパラメータ4の場合5，又は装置製造者5），当該試験所は評

価されており，IATF 16949 条項 7.1.5.3.1 の要求事項を満たしている，という証拠があ

ることを確実にする責任を，組織は有する。4 
— 顧客がその外部試験所を認めているという証拠がなければならない。4 

 
注記    このような証拠は，例えば顧客の評価によって，又は，試験所が ISO／IEC 17025 又
は同等の国内規格の意図を満たしているという顧客承認第二者評価によって，実証されて

もよい。第二者評価は，組織が顧客承認の評価方法を用いて試験所を評価するという形で

行われてもよい。 

ある特定の装置に対して有資格試験所が利用できない場合，装置製造者が校正サービスを

実施してもよい。このような場合，組織は条項 7.1.5.3.1 に列挙されている要求事項が満た

されていることを確実にしなければならない。 

有資格（又は顧客承認された）試験所以外の校正サービスの利用には，必要に応じて，政

府規制当局の確証が条件となることがある。3 4 
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10 

（続き） 

改訂 

 

 

 

 

 

 

 
7.1.5.3.2 

外部試験所 

注記：自己校正を組込んだ測定装置は，専有権のあるソフトウェアの使用を含め，この校正

要求事項を満たさない。4 

 

変更の理由: 

検査，試験，又は校正サービスに使用される外部／商用／独立試験所施設に関する試験所
認定要求事項について混同している組織があり，その明確化を必要としていた。そのた
め，試験所認定要求事項及び期待事項を明確にした。 
1 2018年 4月発行。 
2 2018年 6月改訂。 
3 注記及びそれに後続する段落が除外されていないことを示すため再発行。 
4 非認定試験所の使用が認められる場合の条件の明確化，装置製造者を使用してもよい場合
があるとする注記の削除，及び装置自己校正の受容れ可能性（2021年4月）。また，政府要
求事項ではないため，規制当局の確証に関する一文も削除。 

 

5 非認定試験所を使用する場合に要求される条件及び評価について説明するべく，更なる明
確化がなされた。これには 試験装置及び測定装置の製造会社を含む。 
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11 

 

 

 

 
8.5.6.1.1 

プロセス管理の 

暫定的変更 

 
 
組織は，主要なプロセス管理及び承認されたバックアップ法又は代替法を含むプロセス管理 
（検査，測定，試験，エラー防止法を含む）のリストを特定し，文書化し，維持しなければ

ならない。バックアップ法又は代替法が存在する場合，プロセス管理のリストには，主要な

プロセス管理及び承認されたバックアップ法又は代替法を含めなければならない。 
 
変更の理由： 

主要なプロセス管理各々にバックアップ又は代替法を設ける必要はないことを明確にした。
バックアップ法又は代替法が存在する場合，それらバックアップ法又は代替法を組織が維持
するリストに含めることを明確にした。主要なプロセス管理毎に代替プロセス管理設定する
ことは，要求事項ではない。 

 

 

 
 

 

 
 

 

12 

 

 

 

 

 
5.1.1.2 

プロセスの 

有効性及び効率性 

 
 
トップマネジメントは，組織の品質マネジメントシステムを評価し改善するために，製品実

現プロセス及び支援プロセス 品質マネジメントシステムの有効性及び効率性をレビューし

なければならない。プロセスレビュー活動の結果は，マネジメントレビューのインプットと

して含めなければならない。（参照 条項 9.3.2.1） 

変更の理由： 

プロセスの各々に対して効率性の指標が要求されるものではないことを明確にした。組織 は，
品質マネジメントシステムの中のどのプロセスに対して効率性の指標を必要とするかを決定し
なければならない。さらに，組織の問題解決プロセスに対する有効性のレビューが， 組織のマ
ネジメントによって実施される必要がある。 
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13 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

9.3.2.1 
マネジメント 

レビューインプット 

— 補足事項 

 

マネジメントレビューへのインプットには次に示すものを含めなければならない。 

a) 不良品質コスト （内部及び外部不適合のコスト） 

b) プロセス有効性指標 

c) 製品実現プロセスのプロセス効率性指標（該当する場合） 

d) 製品適合性 

e) 現在の操業に対する変更，及び新施設又は新製品，についての製造実現可能性評価 
（参照 条項 7.1.3.1） 

f) 顧客満足 （参照 ISO 9001，条項 9.1.2） 

g) 保全目標に対するパフォーマンスのレビュー 

h) 保証パフォーマンス （適用される場合） 

i) 顧客スコアカードのレビュー （適用される場合） 
j) リスク分析（FMEA 等々）によって特定されたフィールドで起こり得る失敗の特定 

k) フィールドでの実際に起こった失敗及びその安全又は環境に及ぼす影響 
 

変更の理由： 

プロセスの各々に対して効率性の指標が要求されるものではないことを明確にした。組織 
は，品質マネジメントシステムの中のどのプロセスに対して効率性の指標を必要とするかを
決定する必要がある。 
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14 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2.2.2 
品質マネジメント 

システム監査 

 
組織は，年次プログラムに従って3 暦年毎 年間の監査サイクルにおいて，この自動車

QMS規格への適合を検証するためにプロセスアプローチを用いて，すべての品質マネジメ

ントシステム プロセスを監査しなければならない。これらの監査の中で組織は，その有効

な実施を確認するために顧客固有品質マネジメントシステム要求事項のサンプリング監査

を実施しなければならない。 
 
完全な監査サイクルの期間は 3年間のままとする。この 3年間の監査サイクルの間に監査が

実施される個々のプロセスの品質マネジメントシステム監査の頻度は，内部及び外部のパフ

ォーマンス及びリスクに基づくものとしなければならない。組織は，自社のプロセスに割当

てた監査頻度を正当とする理由を維持しなければならない。すべてのプロセスを 3年間の監

査サイクルの間にサンプリングすること，並びに，ISO 9001 基本要求事項及び顧客固有要求

事項も含めて，IATF 16949規格中の適用されるすべての要求事項について監査することが要

求される。 
 
 
変更の理由： 

監査サイクルの期間は 3年間のまま変わらないことの明確化。IATF 16949 FAQ 18 が削除
され，これまでの FAQ 18 の第 2 パラグラフが SI 14 の要求事項に組込まれた。3年間の監
査サイクルの間に，すべてのプロセスを監査しなければならないことの明確化。 
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15 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 
自動車産業の

用語及び定義 

 
組込ソフトウェア 

 

組込ソフトウェアとは，自動車用コンポーネントに収納されるもので，顧客によって規定さ

れる，その機能を制御するための特殊なプログラム（一般には，コンピュータチップ又は不

揮発性の記憶装置），又はシステム設計の一部としての特殊なプログラムである。IATF 
16949 認証の適用範囲との関係から，組込ソフトウェアによって制御される部品は，自動車

への適用（すなわち，乗用車，小型商用車，大型トラック，バス，及び自動二輪； ここで

言う “自動車” に該当するものに関しては，IATF 認証取得ルール 第5版，条項1.0 IATF 
16949 認証取得資格 を参照）を目的として開発されたものでなければならない。 

 

注記： 製造プロセス（例：コンポーネントや部材を製造する機械）のどのような側面を制

御するソフトウェアも，組込ソフトウェアの定義に含まれることはない。 

 

変更の理由： 

組込ソフトウェア及びそれに該当するものに関する混乱の最小化。 
IATF 16949 FAQ 10の削除。 
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16 

 

 

 

 

 

 

 

9.3.2.1 
マネジメント 

レビューインプット 

－補足 

 
マネジメントレビューへのインプットには次に示すものを含めなければならない。 
 
a) 不良品質コスト（内部及び外部不適合のコスト） 
b) プロセス有効性指標 
c) 製品実現プロセスのプロセス効率性指標（該当する場合） 
d) 製品適合性 
e) 現在の操業に対する変更，及び新施設又は新製品，についての製造実現可能性評価 
（参照 条項 7.1.3.1） 
f) 顧客満足 （参照 ISO 9001，条項 9.1.2） 
g) 保全目標に対するパフォーマンスのレビュー 
h) 保証パフォーマンス（適用される場合） 
i) 顧客スコアカードのレビュー （適用される場合） 
j) リスク分析（FMEA等々）によって特定されたフィールドで起こり得る失敗の特定 
k) フィールドでの実際に起こった失敗及びその安全又は環境に及ぼす影響 
l) 製品及びプロセスの設計開発中の規定された段階における測定の結果の要約（該当する

場合） 
 

変更の理由： 

条項 8.3.4.1 監視 の中で， 製品及びプロセスの設計開発中の規定された段階における測定の
結果の要約がマネジメントレビューのインプットとして要求されている。しかしながら，こ
れが条項 9.3.2.1の中に示されていなかった。測定では，例えば，タイミング，コスト，又は
実現可能性が考慮対象となるであろう。 
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17 

 

 

 

 

6.1.2.3 
緊急事態対応計画 

a) – d) （略） 

e) 緊急事態対応計画の有効性のテストを定期的に行うこと（例：該当する場合，シミ

ュレーション）。 
サイバーセキュリティテストの実施には，サイバー攻撃のシミュレーション，特定の脅

威に対する定期的監視，依存性の特定，及び脆弱性の優先順位付けを含むであろう。テ

ストの実施は関連する顧客操業中断リスクに見合うものとする。 

注記： サイバーセキュリティテストの実施は，適宜，組織によって内部的に運用され

るか，外注されるであろう。 

 

変更の理由： 

SI 3 と同じ条項のため，SI 3 に統合。 

 
 

18 

 

 

7.1.3.1 
工場，施設，及び 

設備の計画策定 

組織は，工場，施設，及び設備の計画の開発及び改善のために，リスクの特定及びリスクの

軽減法を含む多機能アプローチを用いなければならない。工場レイアウトの設計において， 
組織は次に示すことを行わなければならない。 
a) 部材の流れ，取扱い，及びフロアスペースの有効活用という面で最適化すること。

これには不適合品の管理を含む。 
b) 該当する場合，部材の流れの同期調整を容易にすること。 
c) 製造を支援する装置及びシステムのサイバー防御の実施。 

 

変更の理由： 

サイバーセキュリティは，コンピュータを利用する支援機能及びオフィス区域に限られるも
のではない。製造もまたコンピュータを用いた制御及び設備を利用しており，サイバー攻撃 
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18 
（続き） 

7.1.3.1 
工場，施設，及び 

設備の計画策定 

のリスクにさらされている。この追加によって，顧客要求事項を満たす操業及び生産の継続
を確実にするために必要な防御の実施が促進される。 

19 8.4.2.4 
供給者監視 

組織は，外部から提供された製品，プロセス，及びサービスの内部及び外部顧客要求事項へ

の適合を確実にするために，供給者のパフォーマンスを評価するための文書化されたプロセ

ス及び基準を持たなければならない。 

少なくとも，次に示す供給者パフォーマンス指数は監視されなければならない。 

a) 納入製品の要求事項への適合 
b) 受領工場での顧客操業中断，これにはヤード留め置き及び出荷停止を含む。 
c) 納入スケジュールパフォーマンス 
d) 特別輸送費の発生件数 

顧客から提供された場合，… をその供給者パフォーマンス監視の中に含めなければならな

い。 

e) … f) 
 

変更の理由： 

特別輸送費は，9.1.2.1で規定されている顧客満足に関する要求事項の一部としてすでに含め
られている。供給者からの特別輸送の発生件数をカウントすることは供給者パフォーマンス
に関する内部指標であるため，これもまた，組織の品質マネジメントシステム外のものとさ
れる。 
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20 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.2.3 
問題解決法 

 
組織は，次に示すものを含む，再発を防止する，問題解決のための文書化されたプロセスを持

たなければならない。 
 

a) 様々な種類及び規模の問題に対する規定されたアプローチ （例：新製品開発，現行の

製造問題，フィールドでの失敗，監査所見） 

b) 不適合アウトプットの管理のために必要な封込め処置，暫定処置，及び関連活動（参

照ISO 9001，条項 8.7） 
c) 根本原因分析，用いられた方法，分析，及び結果 
d) システム的是正処置の実施（類似プロセス及び製品に及ぼす影響を考慮することを含

む） 
e) 実施された是正処置の有効性の検証 
f) 該当する文書化された情報（例：PFMEA，コントロールプラン）のレビュー及び，必

要な場合その更新 

顧客が問題解決のための具体的な規定されたプロセス，ツール，又はシステムを持っている

場合，他に顧客の承認がなければ，組織はそのプロセス，ツール，又はシステムを用いなけ

ればならない。 
 

変更の理由： 

再発防止という重要なステップの欠落している是正処置が，しばしば見受けられる。そこで
この度，再発防止が要求事項として追加された。 
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21 

 
 
 
 
 
 
 

6.1.2.1 
リスク分析 

 
組織はそのリスク分析において，少なくとも，次を含めなければならない，： 

 
a) 製品リコール，製品監査，フィールドからの返品・修理，クレーム，スクラップ，及

び再処理，から学んだ教訓 

b) 情報技術システムに対するサイバー攻撃の脅威 

組織は，リスク分析結果の証拠として，文書化された 情報を保持しなければならない。 

 

変更の理由： 

すべての認証取得組織の情報技術システム内には貴重な情報が保持されているため，これら組
織にとって，サイバー攻撃の可能性はリスクとなる。組織はそのリスク分析において，サイバ
ー攻撃の可能性を考慮する必要がある。 

 
 

 
 
 

22 

 
 
 
 
 

7.2.1 
力量 － 補足事項 

 
組織は，認識を含む（参照  条項 7.3.1）訓練のニーズを特定し，製品及びプロセス要求事項へ

の適合に影響する活動に従事する要員の力量を達成するための，文書化されたプロセスを確立

し，維持しなければならない。ある特定の業務を行う要員については，必要に応じて，顧客要

求事項を満足するための特別な注意を払い，資格認定を行わなければならない。 

 

組織に対するリスクを低減する又は取除くため，訓練及び認識にもまた，組織の作業環境及び

従業員の責任に関係した，予防に関する情報を含めなければならない。この情報の例として， 
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22 
（続き） 

 
 
 

7.2.1 
力量 － 補足事項 

装置故障の予兆，及び／又はサイバー攻撃を受けた兆候についての認識，等が挙げられる。 

 
変更の理由： 

従業員が知識を身につけていることは，問題の重大化を防ぐ重要な鍵となる。これには，装
置故障及びサイバー攻撃の可能性の特定を含む。 
 

 
 

23 
改訂 

 

 

4.4.1.1 
製品及びプロセス 

の適合 

 
組織は，すべての適用される顧客要求事項及び法規制要求事項（参照  条項 8.4.2.2）に対す

る，すべての製品及びプロセス（交換サービス2部品及びアウトソースされたものを含む）の

適合を確実にしなければならない。これには材料要求事項への適合を含める1。 

変更の理由： 

1 新たな要求事項ではないが，材料に関する規制の遵守は，自動車業界において，より一層
重要な領域となってきている。 
2 ルール第 6 版の表現と合わせるため。 

 

 
 

24 

 
 

附属書 A: A.1 
コントロールプランの 

段階（注記） 

附属書 A: A.1 の他のすべての項目は変更なし。 
 
注記 1   組織は，この附属書の要求事項を満たすことを，その供給者に要求することが推奨

される。  
 
注記 2   ある種のバルク材料では，コントロールプランには 生産情報のほとんどが列挙され

ない。その情報は対応するバッチ処理標準／レシピに詳細に記載される。 
 
注記 3  高度に自動化された工程（例： 半導体，機械加工，溶接）に関して，その管理方法

（すなわち，仕様／許容差，サンプルサイズ，頻度）がシステム（例：MES–製造実行シス 
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24 
（続き） 

 
 
 

附属書 A: A.1 
コントロールプランの 

段階（注記） 

テム，又は類似のもの）で管理される場合，詳細な工程制御情報を運用管理するシステムを

直接参照する，又はそのシステムと直接リンクしている総括的管理情報が受容れられる。 

 
変更の理由： 

高度に自動化された複雑な工程（半導体製造，ある種の機械加工や溶接）の管理をすべて文書
化してしまうと，コントロールプランが膨大になり過ぎて，印刷した場合，その使用目的にそ
ぐわないものとなる恐れがある。 

工程を制御しているシステムの参照及び／又はリンクを許容することで，古くて正しくない情
報及び誤りの可能性が取り除かれ，使用されている実際の工程を反映したものとなる。 

 

 
 
 
 

25 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

附属書 A: A.2 
コントロールプラン 

の要素 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A.2 コントロールプランの要素 

コントロールプランは少なくとも次の内容を含む。 

一般データ 

a) コントロールプラン番号 
b) 発行日付，改訂日付（改訂のある場合） 
c) 顧客情報 （顧客要求事項参照） 
d) 組織名／生産事業所名 
e) 部品番号又は共通コントロールプラン適用対象部品を特定するもの 
f) 部品名／説明 
g) 技術変更レベル 
h) 対象となる段階（試作，先行生産，量産） 
i) 窓口責任者 
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25 
（続き） 

 

 
 
 
 

附属書 A: A.2 
コントロールプラン 

の要素 

j) 部品／プロセス ステップ番号 

k) プロセス名／作業の説明 
l) 機能グループ／責任領域 

 
附属書 A: A2 の他のすべての項目（製品管理，プロセス管理，方法，対応処置計画）は，変

更なし。 
 
変更の理由： 

複数の部品に対して使用される共通コントロールプランでは，そのコントロールプラン

文書に記載する部品番号のリストが膨大なものになってしまう恐れがある。部品番号の

代わりに，その共通コントロールプランの適用対象部品を特定するものを使用すること

によって，このような引用は単純化される。 

26 
 

IATF 著作権 
注意事項 

この自動車 品質マネジメントシステム規格（ IATF 16949 として知られている）の著作権は

国際自動車特別委員会（IATF）のメンバーが保有している。この自動車 QMS 規格のタイト

ル 「IATF 16949」は，IATF の登録商標である。  

ユーザーの国の適用される法の元で許容されている場合を除き，この自動車品質マネジメン

トシステム規格又はその一部でも，IATF から得られる事前の書面による許可なしに，電子

的，写真，録音，又は他のいかなる形態又はいかなる方法によっても，複製し，検索システ

ムに保持し，又は伝達してはならない。 

複製には，ロイヤリティの支払い又はライセンス契約が必要となり，違反者は法的訴追の対

象となる。  

この自動車 QMS 規格のいかなる部分の複写及び／又は翻訳の許可申請も，次に示される各

国の自動車業界団体の一つに問い合わせるべきである。 
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26 
（続き） 

 
IATF 著作権 
注意事項 

 

Associazione Nazionale Filiera Industrie Automobilistiche Industria 
Automobilistica （ANFIA／イタリア） 

Automotive Industry Action Group （AIAG／米国） 

Fédération des Industries des Équipements pour Véhicules (FIEV / France) 
IATF France（フランス） 
The Society of Motor Manufacturers and Traders Ltd. Limited（SMMT／英国） 

Verband der Automobilindustrie e.V. （VDA／ドイツ） 

 

変更の理由： 

イタリア，フランス，及び英国の著作権保有者の名称の明確化。 

 

27 まえがき －  
自動車 QMS 規格 

  

 この自動車 品質マネジメントシステム規格は（以下，「自動車 QMS 規格」又は「IATF 
16949」と呼ぶ）適用される自動車 顧客固有要求事項，ISO 9001:2015 要求事項，及び ISO 
9000:2015 と共に，自動車 生産部品及び関連サービス交換部品供給組織のための基本的な品

質マネジメントシステム要求事項を規定する。したがって，この自動車 QMS 規格は単独の

QMS 規格として考慮することはできず，ISO 9001:2015 への追加事項として理解されなけ

ればならず，ISO 9001:2015 と共に利用されなければならない。ISO 9001:2015 は，これと

は別に ISO 規格として出版される。 
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27 
（続き） 

まえがき －  
自動車 QMS 規格 

IATF 16949:2016（初版）は，顧客指向の重視を前提として，数多くある以前の顧客固有要

求事項を統合して含めた革新的文書となっている。  

附属書 B は，顧客固有要求事項によって規定されない場合の，IATF 16949 要求事項実施の

ためのガイダンスを提供している。 

変更の理由： 

 ルール第 6 版の表現と合わせるため。 
 

 
 
 
 

28 

 

 

 

1.1 
適用範囲 －  

ISO 9001:2015に対する 
自動車補足事項 

この自動車 QMS 規格は，自動車産業顧客に対して自動車用製品（セクション 3.1 参照）の

製造，そして適用される場合には 自動車関連製品（組込ソフトウェアを持つ製品を含む）

の 設計開発，を行う組織 生産 及び，関連する場合，組立，インストレーション，及びサー

ビスのための品質マネジメントシステム 要求事項を規定する。 

この自動車 QMS 規格は，自動車用製品 顧客指定の生産部品，サービス部品及び／又はアク

セサリー部品の製造を行う組織の生産事業所に適用される。 

この自動車 QMS 規格は，自動車サプライチェーン全体にわたって適用されるべきものであ

る。 
 

変更の理由： 

 ルール第 6 版の表現と合わせるため。 
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29 

 

 

 

 

 

 

3.1 
自動車産業の 
用語及び定義 

アクセサリー部品 

最終顧客に引き渡される前に（又は後に），機械的又は電子的に車両又はパワートレインに

繋がる，顧客指定の追加のコンポーネント（例： カスタムフロアマット，トラックベッド

ライナー，ホイールカバー，拡張音響システム，サンルーフ，スポイラー，スーパーチャー

ジャー，他）。  

 

アフターマーケット部品 

交換用の部品の中，OEM によって購入されない又はリリースされないもの。これには，純

正 OEM 仕様で製造されるものと，そうでないものがある。 
 

自動車産業顧客 

自動車産業サプライチェーンの中に含まれる，自動車用製品を購入するすべての組織。 

 
 

自動車用製品 

a) 自動車産業顧客の仕様に沿って製造され，自動車製造の際に自動車に統合される部品

（組込ソフトウェアを伴うものを含む）及び処理済み材料（10.0 項 参照）（「生産部

品」又は「生産材料」としても知られる）。 
注記：「統合される」とは，車両に充填される，取付けられる，接続される，又は車

両の内部や表面に配置される部品や材料も含む。 

b) OEM が購入又はリリースする，OEM の仕様通りに製造される部品で，その製造後，

かつ最終顧客への納入の前又は後に自動車に統合されるもの（「アクセサリー部品」 
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29 
（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 
自動車産業の 
用語及び定義 

としても知られる）。 
c) 自動車用の交換部品及び材料，これには再製部品を含む。 

製造 

次のものを作る又は組立てるプロセス。 

– 生産材料 

– 生産部品又はサービス 交換部品 

– 組立品 

– 熱処理，溶接，塗装，めっき，又はその他の仕上げサービス 

 

交換部品及び材料 

自動車の修理及びメンテナンスサービスに使用される部品及び材料であり，これには，サー

ビス部品及び材料，アフターマーケット部品及び材料，並びに再製部品及び材料を含む。 

 

サービス部品 

OEM によって購入又はリリースされる交換用部品のことで，サービス部品としての適用の

ため OEM 仕様に基づき製造される。これには再製部品を含む。 

変更の理由： 

 ルール第 6 版の表現と合わせるため。 
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30 
 

8.3.5.1  
設計開発 

アウトプット 
－ 補足事項 

製品設計アウトプットは，製品設計インプット要求事項に対する検証及び妥当性確認が可能

であるように表現しなければならない。製品設計アウトプットには，該当する範囲で，次に

示すものを含めなければならない。但しこれに限定されない。 

a) 設計リスク分析 （FMEA）  

b) 信頼性調査結果  

c) 製品特殊特性  

d) 製品設計エラー防止法の結果（DFSS，DFMA，及び FTA，等々）  

e) 製品定義。これには 3 次元モデル，技術データパッケージ，製品製造情報，及び 幾何公

差方式 （GD&T）を含む。 

f) 2 次元 図面，製品製造情報，及び幾何公差方式  （GD&T）  

g) 製品設計レビュー結果   

h) サービス診断指針，並びに，修理及び保守点検の指示書  

i) 交換 サービス 部品要求事項  

j) 出荷のためのパッケージング及びラベリング要求事項 

注記    途中段階の設計アウトプットには，トレードオフプロセスを通じて解決中の技術問題

があればそれを含むべきである。 

変更の理由： 

 ルール第 6 版の表現と合わせるため。 
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